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課題研究発表会

１月２０日

２年生の農業系列対象に開催しました。果樹班では、「マルチシー
トが温州ミカンの糖度・酸度に及ぼす影響について」「ミカンの剪
定枝を使った堆肥作りについて」「摘果ミカンを使った加工品を考
えよう」野菜加工班では、「オリジナルソース作りに取り組んで」
以上の発表でした。１年間取り組んだ集大成の報告です。緊張しな
がらも最後までがんばりました。
校長先生・教頭先生はじめ３学年の先生方が視聴してくれました。
ありがとうございました。



果樹

２月８日

ハッサクの収穫も終わり、やっと平谷園（学校から一番遠い圃
場）のレモンが収穫できると圃場を訪れ、果実を確認すると果皮
が柔らかい！！！寒害です。１月下旬から気温が低かった影響で
す。約３分の２売り物になりません。山間にあるレモン園は、冷
気が逃げにくい地形が原因です。

被害果

果実が凍結してしま
うと、す上がりして
しまい苦みが生じま
す。

被害の様子

・果実の軟化
・枯れ枝
・落葉



学習成果発表会

２月８日

農業系列では、「アグリスマイルの復活」と題しま
して今年度、農業クラブ県大会で発表した内容を発
表しました。時間制限を気にしなくていいので余裕
を持って発表できました。ご苦労様です。

普通系列・農業系列・福祉系列・情報系列・商業系列・総
合福祉系列・進学･就職体験記・ソフトテニス部・地域貢献
チームの順番にそれぞれ発表しました。大舞台での発表は、
緊張するものです。生徒は、よく頑張りました。



果樹

２月２８日

今年は、少し早い！マンゴーの開花

例年に比べ、1～2週間開花が早い状況です。しかし、まだこれから咲
こうとする樹もあり、今年は、収穫期間が長くなりそうな予感！！！
いつもお借りするミツバチは、この時期、ウメの蜜を集めています。
それまで、ハエにがんばってもらいます。

ハエは、サナギの状態で購
入します。その後、魚の粗
を置き世代交代させます。



果樹 和歌山県教育広報誌の表紙を飾る

本校の生徒(岸くん、垂水くん)が、表紙を飾ってくれました。

３月１日



近畿大学付属農場見学

３月９日

新しく建てられた実習棟を見学させてもらいま
した。本校が第1号の見学者だそうです。
高価な研究機器に生徒もビックリの様子でした。
宿泊施設も整っており充実した研究ができる。

職員の説明に生徒は、熱心に質問しメモを取っていました。



３月８日

近畿大学付属農場見学 晴天に恵まれ、圃場を見学。マンゴー温室やSSが使えるように管理してい
るミカン園そして柑橘遺伝資源保存園を見せていただきました。

近畿大学の先生方、丁寧に説
明していただきありがとうご
ざいました。



全国共済農業協同組合連合会
和歌山県本部からの寄付

３月２８日

↑商品名「つま一番」野菜で栽培した
ダイコンをスライスして乾燥させると
切り干しダイコンのできあがり。

←「ホールスロージューサー」
2台目買って頂きました。これでミカン
を搾るぞ！

「冷凍庫」200V使用→
搾った果汁を冷凍保存！ジャ
ムやソース作りに役立てます。



全国共済農業協同組合連合会
和歌山県本部からの寄付

３月２８日

↓「乗用草刈り機」草刈りを楽しく！生徒
も喜んでくれるはず。

「タンク付きミニ動噴」→
ホースの長さが違うよ！少
量の消毒に使用予定！

←「刈り払い機」やっ
と新調できました。実
習のプログラムに組み
込みます。安全に！大
切に!

本当に有り難うございました。大切に使わせて
頂きます。

トップページに戻る


